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USER'S SUCCESS お客様訪問

新たな価値となる“品質保証”
エイト印刷㈱は、3年前から「無限

大の感動を」をテーマに掲げ、色に関

する品質に重きを置いた製品づくりを

展開している。

兼田社長は、「お客様にいいものを、

求められるもの、喜んでもらえるもの

を提供するのが一番の理念です。最終

的に感動を与えることができるものを

提供することを目指しています。その

ためには、お客様に安心感を与えるこ

とができる品質保証を確立する必要が

あります」と語り、新たな価値として

“品質保証”を同社のブランド力に加え

ている。

速乾性のH-UVとCCDカメラで品

質チェックするPQA-Sを搭載したリ

スロンS40の導入は、品質保証を実

現する一環として位置づけられている。

兼田社長は、「H-UVの速乾性プラ

スPQA-Sの品質検査、それが相まっ

て品質保証ができています。どちらか

片方だと完全な品質保証はできませ

ん」と断言する。

お客様の信頼を高める品質保証
兼田社長に、まずPQA-Sによる品

質検査の効果についてお聞きした。

「従来の品質保証はオペレータの経

験と勘による目視による検査でした。

品質保証には人プラス機械の力が必要

です。色の変化やゴミ付き、ピンホー

ルなどの不良紙をインラインでチェッ

クするPQA-S搭載のリスロンS40を

入れてからは、カメラと人の目による

ダブルチェックで、100％の品質保

証ができるようになりました。」

PQA-Sは、印刷後の状態をCCDカ

メラにより1枚ずつOKデータと照合

しながらチェックし、不良紙が検知さ

れるとモニターに表示されるととも

に、デリバリー部でテープが挿入され

るようになっている。オペレータは不

良紙を確実に排除することができ、ま

た、印刷機の不具合にも直ぐに適切な

処置を施すことができる。ヤレ紙の減

エイト印刷株式会社は、1963年創
業。“色へのこだわりと品質第一”をモッ
トーに、お客様の求める色と質感を忠実
に印刷で再現する技術を追求し続けてい
る。その品質は“エイトブランド”とし
て、お客様から高い支持を得ている。さ
らに、新たな価値として“品質保証”を掲
げ、お客様に安心感を提供できる印刷を
開始している。

昨年11月、同社は品質保証の実現の
ために、H-UV（ハイブリッドUVシステ
ム）とPQA-S（印刷品質検査装置）を搭載
したリスロンS40（菊全判5色機）を導
入した。今回は主にH-UVとPQA-Sの
導入効果について、兼田社長、常盤台工
場の飯田良孝工場長、高橋功利印刷課技
術主任にお話をお聞きした。

H-UV、PQA-S搭載リスロンS40導入。
100％品質保証の安心感で、
お客様に感動を与える印刷を追求。
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少やオペレータの作業軽減にも大いに

貢献しているという。

｢お客様にとって印刷物に事故はあ

ってはならないものですが、万が一起

きた時に、PQA-Sは不良紙の枚数や

範囲、時間がきちんと解るようになっ

ています。そのトレーサビリティ（追跡）

の結果をお客様に報告すると、事故の

少なさや正確さに安心してもらえて、

ミスのなさに感動さえ与えられるよう

になっています｣と、兼田社長はお客

様の信頼がより高まったと語る。

なお、導入以来、品質保証に関する

お客様からのクレームはないという。

H-UV、PQA-S搭載機は、トラ
ブルがなく作業効率に威力発揮

同社はUV機の導入は初めてであ

り、枚葉機2台を1台のH-UV搭載リ

スロンS40に更新している。

兼田社長は、「油性と同じものが刷

れるのかが一番の不安でしたが、ツヤ

に関しても油性と遜色はありません。

本機校正を行っていますが、FMスク

リーンや高精細印刷を含めて、当社の

ワークフローやカラーマネジメントの

仕組みに乗せれば違和感なく印刷でき

ます。そして、印刷トラブルの要因の

多くを排除できる印刷機ですし、時間

が有効に使える印刷機です」と語る。

飯田工場長に、

H-UVに関する導

入効果やメリット

について伺った。

◆色の品質が印刷

時に確定できる

速乾性で、ドライ

ダウンが発生せず、印刷直後の色＝納

品時の色として品質を確定できる。ま

た、色については既存の油性機とマッ

チングが取れる。

◆発色の良い金・銀、インキ量も削減

5色機なので、金・銀や特色も使用。

金・銀は発色が良くて、止めニスをし

なくて済む。見るからに金のような印

刷ができるなど、優れた速乾性で仕事

の幅に広がりができている。また、

H-UVは油性と同じ絵柄を印刷して

も、インキ使用量が少なくて済む。

◆多様な印刷トラブルを解消

作業軽減で生産性が2～3割アップ

速乾性により、紙面にキズやコスレ、

裏付きが発生することなく、用紙が棒

積みできる。また、パウダーレスによ

り、粉ボタ・粉落とし・機械の粉残り

などによるトラブルが発生しない。こ

れらにより、全体的に作業効率が向上

し生産性が2 ～ 3割アップしている。

◆PQA-SはH-UV機にこそ必要

例えば、油性のパウダーは検査した後

のデリバリーで吹くので、検査の意味

が な い。PQA-Sは パ ウ ダ ー レ ス の

H-UV機だからこそ意味がある。

◆短納期対応・小ロットに威力を発揮

乾きにくいマット系・上質系・特殊紙

は優先的にH-UVで印刷。速乾で即座

に裏面印刷や後加工ができ、飛び込み

や短納期の仕事にも対応できる。ま

た、小ロットほど切替えに威力を発揮

し、フレキシブルに対応できる。

高 橋 技 術 主 任

は、機長の視点か

ら下記のメリット

を追加された。

◆オペレータ、お

客様、取引先も

安心

ドライダウンを考えなくていい分、色

を原稿と合わせるだけなので調子出し

の時間が早く、確認後そのまま本刷り

に入れる。印刷立会いでもほとんど一

発でOK。オペレータもお客様もとて

も楽になっている。また、速乾パウダ

ーレスは後工程や取引先も安心して作

業ができ、非常に喜ばれている。

◆品質重視、不良紙は外に出ない

0.5㎜位のゴミやピンホールが付いて

もPQA-Sが検出するので、オペレータ

は色や見当合わせに安心して集中でき

る。不良紙は工場内で省いてしまうの

で、お客様に自信を持って納品できる。

エイトブランドの信頼度アップ
同社では、H-UV導入後の第1ステ

ージとして、FMスクリーンや高精細

印刷、金・銀・特色の印刷までを完了

している。現在は第2ステージとし

て、お客様のブランド形成に重要な仕

事となるフィルム系やトレーシングペ

ーパー、厚紙など様々な原反への印刷

にチャレンジを開始している。

「これからは色品質と品質検知を確

かなものにするH-UVとPQA-S搭載

機がスタンダードになると思っていま

す。“品質と安心感”を重視するお客様

からは、この印刷機を指定されること

が多くなっています。営業マンも身近

な機械ということで提案できるように

なっています」と語る兼田社長は、お

客様の“感動”を常に追い求め続け、エ

イトブランドの信頼度アップを目指し

ている。
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